
はしがき

簿記や財務諸表・財務分析に関する入門書は，巷に氾濫しているといっ

ていいほど発行されていますが，実務を担当されている方からは，「どうも

ピンとくる入門書がない」「理論的すぎて実務との関係がわからない（この

逆もあるのですが）」「細かいテクニックばかりで概括的に触れられていな

い」などの声も多く聞かれます。

そこで本書では，実際に使われている理論をベースに，簿記・財務諸表・

財務分析を初級者用としてコンパクトにまとめてみました。

また，八訂版では，「電子記録債権」「生産性分析」「キャッシュ・フロー

計算書」の解説を追加するとともに，銀行業務検定試験『財務４級』の出

題傾向を考慮しながら，記述内容を細かく，かつ網羅的に見直しました。

もちろん，七訂版同様に，簿記・財務諸表・財務分析へのスターティン

グブロックとしての性格には充分に配慮しています。

本書は，銀行業務検定試験『財務４級』に対応した重要参考書ですが，

① 実務に役立つノウハウを平易なことばでわかりやすく，

② 簿記・会計を理解するうえで必要とされる法律・税務等も体系的に，

③ 最新の会計基準やキャッシュ・フロー計算書も入門書の範囲で可能な

限り，

織り込んだつもりです。各章掲載の「確認問題」で理解度を確かめること

もできます。

金融機関の方にとっては，融資審査の基礎となる決算書を理解できるよ

うに，入門者の方には，実際に使われている理論や実務をベースに，簿記・

財務諸表・財務分析を初級者用としてコンパクトにまとめていますので，

本書が１人でも多くの方にお役に立てていただけることを願っております。

平成28年３月

染谷 英雄
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第１編

簿記の基本



簿記の用語

簿記を学習する者にとって，悩みの種は言葉の問題です。勉強を開始する

と簿記特有の用語がつぎからつぎへととびだしてきて，めんどうです。

そこで本書では，簿記を学習するにあたって押さえておきたい重要な用語

をまず解説します。法律用語や日常使われる言葉との意味の異同にも触れて

いますので，簿記特有の用語のニュアンスを感じながら読み進めてください。

１ 企業経営と会計

企業経営者はいくつかの目的をもって，企業を経営しています。

① 銀行や株主から資金を調達して，土地・建物・設備等の固定資産を

購入し，人を雇用し，材料等の棚卸資産を購入すること。

② 購入した材料等を製品に加工し，顧客に販売して販売代金を手に入

れること。

③ 手に入れた販売代金（資金）をもとに，再び材料を購入したり，従

業員に給料を払ったり，あるいはつぎの新製品開発に資金を投入する

こと。

こうした経営活動を繰り返す過程でヒト・モノ・カネ等の経営資源を最適

配分して企業活動を継続していくために，どうしても必要になる情報が「会

計」なのです。

会計の目的は，つぎのとおりです。



① 企業がどのような資産をどれだけ保有・運用し，そのための資金を

どのような調達で賄っているかという，企業の一定時点での財産の状

態を知ること。

② この１年間で，どのような利益（もうけ）をどれだけ稼いだかとい

う，企業の一定期間の経営の成績を知ること。

２ 会計と簿記

もっとも広い意味での会計という言葉の意味は，「財産の保全と運用に関し

て，貨幣の単位を使って行う計数的管理」といい表わすことができます。

この場合の計数的管理とは，①記録，②計算，③照合，④報告，⑤分析，

というような一連の事務をすべて含んでいるものです（図表１-1-2）。

会社法では，会計のことを会社の「計算等」とよんでいますが，これは，

いまあげた５つのうちの②計算と④報告を会計の中心的項目と考えているた

め，このような呼称になったのでしょう。

簿記というのは，会計業務のうち，主として①記録と②計算について，具

体的にその方法を説明している事務上のテクニックです。

また企業会計という言葉がときどき使われますが，これは，一般に官庁会

＜図表１-１-１＞ 経営資本の循環とは
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計（現金出納簿と財産台帳中心の簿記）に対し民間会社の会計という意味で

使ったり，税法をおり込んだ税務会計に対して税法を考えに入れない会計と

いう意味で使ったりしている言葉です。しかし，ここでは，あまり深く考え

ずに簿記と同じような意味の言葉と考えておいて結構です。

３ 商行為と取引

法律上使われている商行為という言葉は，「営業活動に関する財産上の行

為」という意味で，民法上の行為にくらべ，営利性・迅速性・集団性・非個

人性などの特色をもっています。

ところで簿記上の取引とは，「資産・負債・純資産の金額に増減変化を引き

起こすような一切の現象」といい表わすことができます。

したがって，商品の仕入とか売上のように，会社の外部と関係したことは

もちろん，従業員に給料を支払うというような内部だけのできごとも取引と

考えているのです。そればかりか，事業用の建物が火災で焼けてしまったり，

商品を店先で万引きされたことなども資産の減少ですから，簿記の世界では，

取引の仲間に入れているのです。日常使っている取引という言葉との意味の

違いをよく味わってみてください。

ところで，事業用の建物を借りる契約をしただけでは，その事業の資産・

負債・純資産にまだ増減変化が起こっていないので，簿記会計上の取引には

＜図表１-１-２＞ 計数的管理の一連の作業

① 記録 会計上の取引を１つひとつ記録すること

② 計算 ①で記録した会計上の取引を一定のルールに従って集計・計算する

こと

③ 照合 ①の記録と②の計算を根拠資料と照合すること

④ 報告 一定期間ごとに，財産の状態と利益の状況をまとめて，株主や税務

当局に報告すること

⑤ 分析 ④の結果をいろいろな観点から分析し，今後の経営に役立てること
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